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図 1：(a)様々な情動価値をもつ表面画像。(b) 画像

を定常提示したときの心地よさ評価と瞬間提示した

ときの評価の関係。(c) 心地よさ評価と相関する画像

統計量．赤は正の相関，青は負の相関を示す。(d) 心
地よさに関連する統計量を弱めた画像(中央)と強調

した画像(右)。 
 
 
○研究の背景 
 質感認知の基本的な機能には素材を分類する機能

と、特定の質（光沢や半透明など）の程度を区別す

る機能が含まれます。また質感認知はそれにとどま

らず物体の美醜の判断や生物的な価値の判断につな

がる感性・情動的な処理を伴います。光沢や半透明

などの基本的な視覚質感については、これまでの心

理物理学的研究により、関係する刺激の特徴が明ら

かになりつつあり、光沢や素材識別に関係すると考

えられる情報が大脳の腹側高次視覚野で表現されて

いることが示されつつあります。しかし、そのよう

な情報がどのような階層的な処理によって取り出さ

れているのか、また感性・情動的な質感認知がどの

ような処理に関わり、どのような情報が使われてい

るかについてはよく分かっていません。本研究では

質感認知におけるそれらの重要な問題にアプローチ

します。 
 
○この研究の目指すもの 

 本研究では上で述べた質感認知に関わる処理が重

層的に行われているという仮説に基づいて、重層的

な処理の内容について明らかにすることを目的とし

た研究を進めます。質感認知における重層的な処理

とは、階層的に構成された視覚系において、段階的

に単純な特徴から徐々に複雑な特徴を取り出して利

用する様式と、ある質感に相関する比較的単純な特

徴を取り出して利用するショートカット的な様式の

両方から成り立つ処理を意味します。このために、

ヒトとサルを用いた心理実験や生理実験によりこれ

ら二つの処理様式に関わる画像特徴や神経処理の時

間的な特性の差異と、それぞれがどのような状況で

用いられるかを明らかにすることを試みます。 
 
○これまでに得られた成果 

 滑らかなシルクからブツブツした生き物の表皮ま

で様々な表面の質感が喚起する心地よさや気持ち悪

さを人間の観察者に評価させ、質感の情動的価値や

美醜の判断がどのような情報に基づくかを調べまし

た(図 1)。その結果、表面の心地よさや気持ち悪さの

判断は、表面の画像に含まれる比較的少数の画像統

計量とよく相関することが明らかになりました。中

程度の空間周波数のパワーが相対的に弱く、高空間

周波数帯域における方位情報の相関が少ない、とい

う統計的性質をもつ表面の画像ほど心地よいと判断

される傾向がありました。このことを利用して、決

め手となる画像統計量を人工的に操作する技術を開

発したところ、実際に表面の美醜をコントロールす

ることができました。加えて、表面の画像やその統

計量合成画像を極めて短い時間だけ提示することに

より何の表面であるか(材質カテゴリ)を認識できな

いようにしても、心地よさや気持ち悪さの評価はゆ

っくり見たときの評価と高く相関することもわかり

ました。これは、表面質感の情動的価値を決定づけ
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る画像情報がとても素早く抽出されていること、ま

た材質の認知を必ずしも必要としないことを意味し

ます。 
一般に、モノの価値の評価はそのモノの認識のあ

とに行なわれると考えられがちですが、この実験結

果は、ヒトの脳には材質の認知とは別に画像統計量

からダイレクトに情動関連情報を処理する経路が存

在する可能性を示唆しています。この発見により、

材質認知の複雑な情報処理を完全に理解せずとも、

表面画像の特徴を分析するだけである表面の美し

さ・醜さを予測したり制御したりする技術への可能

性が見えてきました。 
 しかし、続く実験から、この理論は「食べ物」の

画像ではうまくいかないこともわかりました。ほと

んどの食べ物の画像は、画像統計量の点ではかなり

醜い表面に分類されるはずなのですが、食べ物と非

食べ物を混ぜた多くの画像を見せられた観察者は、

その画像が「食べ物」であると認知するやいなや心

地よい表面であると評価しました。一方、その食べ

物をどれほど心地よい、あるいはおいしそうと評価

するかは、やはりいくつかの低次画像統計量とよく

相関しました。食べ物か食べ物でないかは、低次の

画像統計量では判別できませんでした。この結果は、

あるクラスの材質の認知は画像ベースの情動処理を

強く変調すると考えると説明がつきそうですが、詳

細は不明です。 
私たちはまたサルを用いた生理実験により神経処

理の時間的な特性についても調べています。ヒト光

沢知覚の程度は、コントラストの強さ'c'、鮮明さ'd'
という２つのパラメータで特徴づけられることが知

られています。サルの腹側高次視覚野である下側頭

皮質にはさまざまな光沢に選択的に反応する神経細

胞が存在しますが、それらの細胞はこれらの光沢知

覚に重要なパラメータの情報を表現していることが

以前の研究で分かっています。私たちはサルに光沢

画像を見せた時に得られたそのような神経細胞の応

答の時間特性を詳細に調べました。まず分かったこ

とは、画像提示から 70-80ms という早い段階ですで

に神経細胞群は光沢の２つのパラメータを高い精度

で表現できているということです。より詳しく見て

いくと 'c'のパラメータは 'd'のパラメータよりも

10ms 程度早く表現されているといったパラメータ

間の違いが見られました。さらに、'd'に応答する細

胞は画像が表示されている間ずっと反応し続けるタ

イプのものしか見つからなかったのに対し、'c'に応

答する細胞はそのようなタイプの他に、早い時間帯

のみに急激に反応するタイプの細胞が数多く見つか

っています。このように対象を光沢に限っても反応

パターンに複数の処理様式が見られました。このよ

うな応答パターンの違いは重層的な質感認知の処理

と何らかの関りがあるのではないかと考えられます。 
 
○関連する研究発表 
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